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大和書房 2000 年，池田晶子『１４歳の君へ どう考えどう生きるか』毎日新聞社，等）を読み物資料として使用





































































































発達段階 大阪府 全国平均 差
自分で計画を立てて 小学生 43.9 ％ 52.0 ％ － 8.1
勉強している子どもの割合 中学生 31.6 ％ 34.2% － 2.6
自分にはよいところがあると 小学生 69.0 ％ 73.4 ％ － 4.4
思う子どもの割合 中学生 53.9 ％ 60.8 ％ － 6.9
〈平成 20 年度全国学力学習状況調査結果より〉
大阪府の高校生の「将来に向けての夢」
平成 12 平成 14 平成 15 平成 17 平成 19 平成 21
夢を持つ高校生の割合 76.3% 73.5% 66.2% 65.4% 65.0% 62.7%
〈平成 21 年度「将来ビジョン・大阪」にかかる意識調査結果より〉
大阪府教育委員会は，大阪府学校教育審議会の答申等をもとに，平成 21 年 1 月，今後 10 年間の大阪の教育の方
向性をまとめた「『大阪の教育力』向上プラン」を策定した。このプランでは，大阪の子どもたちの志や夢にかかる























府立高校における志学の導入に当たっては，平成 21 年度～ 22 年度の「府立高等学校志学研究開発事業」に基













1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35
総合的な学習の時間 総合的な学習の時間 総合的な学習の時間
1 年次（15 時間） 2 年次（10 時間） 3 年次（10 時間）
③「総合的な学習の時間」「特別活動」を中心に，複数科目でも志学を学習する。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35
総合的な 特別活動 現代社会 保健体育 総合的な学習の時間 生物Ⅰ 家庭総合 総合的な
学習の時間 1 年次 2 年次 2 年次 学習の時間



















平成 21 年 3 月に告示された新学習指導要領において学校教育全体を通じて発達段階に応じた道徳教育に取り組む
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30 項目を取り上げ解説。中学校の道徳教育との接続を考えるため中学校道徳教育の内容項目 24 項目を掲載。
（2）愛知県総合教育センターによる教材活用のための取組
平成 25 年度～ 『明日を拓く』作成委員から 4 名委嘱した研究協力員と 3 名の所員






































※ 平成 25 年度は，資料を活用した授業 DVD を作成し，各校の実践を推進する予定。
② モデル校の取組
全体計画の工夫，講師招聘，先進的取組の視察，研究報告
平成 23 年度 モデル校（1 校）で各学年× 3 時間（試行）3 年間で 9 時間。
平成 24 年度 モデル校（4 校）で各学年× 5（2，2，1）時間 3 年間で 15 時間。
③ 県内，校内の中核となる教員の大学院（但し 1 年間）での研修










































て具体的に説明するようにしている。このために，平成 23 年度の教務主任任対象の研修会，平成 24 年度か
ら道徳教育推進教師対象の研修会を行っている。







① 平成 22 年 12 月に，千葉県教育振興基本計画の実現に向けて，「道徳教育推進のための基本的な方針」（第 1





この中で，高等学校等は平成 25 年度から原則第 1 学年（1 年次）で「道徳」を学ぶ時間（年間 35 単位時
間程度）を導入し，特別活動の時間，総合的な学習の時間等，各学校の教育課程に適切に位置付けて実施す
ることとなった。
② 平成 23 年 1 月の「『千葉県における道徳教育推進のための基本的な方針』に基づく各学校等における具体
的取組について（通知）」により，「高等学校学習指導要領」の内容を踏まえた県の取組として，平成 23 年
度から県独自の映像教材「道徳教育映像教材『青春のホイール』」（平成 23 年 3 月配布）を活用した「道徳」
の授業の全高等学校での実施，研究指定校（10 校程度）の授業公開，全高等学校の道徳教育推進教師等に
よる道徳教育推進と研修等を進めていくこととなった。
③ 平成 23 年 12 月の「平成 24 年度以降の高等学校等における道徳教育の推進について（通知）」により，「道
徳」の授業を各校の実情に応じて工夫し実施すること，道徳教育推進教師の研修を年 2 回開催することが示
された。また，原則として第 1 学年で行う「道徳」を学ぶ時間の「35 時間の組立て例」も示された。そこ
では，LHR を 10 時間程度活用し道徳の授業を実施すること，特別活動や総合的な学習の時間（総合的な学
習の時間では，年間 35 単位時間の 11 時間を越えないこととする。）で道徳教育的内容の活動を行うことな
どが示されている。さらに，「道徳」を学ぶ時間の年間指導計画，実施報告書を提出することとなった。
④ 平成 25 年 1 月の「高等学校における道徳教育推進に係る調査及び諸計画の作成について（依頼）」により，
県独自の映像教材の活用調査，平成 25 年度の全体計画及び「道徳」を学ぶ時間の年間指導計画の作成と提
出が求められた。





















































CT ＝批判的思考とは，情報を鵜呑みにせずに批判的に考えることである（以下の CT の説明はおもに，伊勢田哲































































① 問題提起：Does anyone knows what euthanasia is?「だれか，安楽死が何か知っていますか。」





③ 学習活動（教師の Power Point による）：なぜ英国において安楽死法が改正されるべきだと考える人々がいる
のか説明しなさい。このことについてあなたはどのように考えるか。あなたの回答に対して理由を述べなさい。
④ 学習のまとめ「Key terms」の説明（教師の Power Point による）：1)Euthanasia（安楽死），2)Assisted Suicide（自












また，レベル 2 とレベル 3 の‘LEARNING FROM RELIGION’も明示されていた。






学校見学のあと KS3 第 8 学年（12-13 歳）の必修教科「Citizenship Education」の授業を参観した。内容はフェア




























記述するわけでもなく，またテキストを提示するわけでもなかったけれど，生徒たちは 2 ～ 3 人のペアでの話し合
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い，全体での話し合いにも慣れていて積極的に議論している印象を受けた。ただ，教室の掲示に「PSHE ＆ Citizenship」
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